







































































域の法人内 ・外の事業所，関係機関との連絡調整， (10 個別利用者の利用経過記録の記入・






































いる「要介護認定基準」の 79項目と，新たに加えられた 27項目，あわせて 106項目からなる
心身の状況等に関する認定調査を実施する。介護給付を希望した場合，この認定調査結果に基
づきコンビュータソフ トによる一次判定がなされる。その後，市町村審査会の審査判定(二次



























表1 主な障害福祉サ ビスと利用者像 ・障害程度区分の覧
常時介護が必要な障害者であって，次のいずれかに該当する者
CI生活介護 ①障害程度区分が 「区分3J (施設入所は 「区分4J)以上


























































































































































いの場」として事業再編する方向性が示された。 2005年 12月初 日の障害保健福祉主管会議
において，各事業の 「標準的な支援内容(案)Jが提案されている O この主な特徴は，I介護事
業」においては，①身体的及び日常生活能力の維持 ・向上(移動支援 ・摂食支援 ・排地支
援 ・コミュニケーション支援 ・健康管理，生産活動，行動障害への対応)，②二次障害の予防，
③生活の質の維持 ・向上(快適な排池の確保 ・入浴 ・福祉用具，補装具利用支援 ・社会，参
加支援 ・学習，運動の個別支援)を中心とした支援とされている。また， I訓練型事業」では，














































































































( 2 )井上泰司 rT障害程度区分認定』試行検証作業を通じてJr障害者の暮らしはまもれるか一一検
証・障害者自立支援法 J 42 ~ 45頁， 障害者生活支援システム研究会，かもがわ出版，2006 
年。
( 3 )大阪府健康福祉部障害保健福祉室 ・大阪府身体障害者更生相談所 ・大阪府知的障害者サポートセ
ンター ・大阪府こころの健康総合センター『障害者自立支援法に基づく障害程度区分認定調査員
マニュアルJ2006年。














中内福成 ・植田章 ・田中智子 ・井上泰司 ・山本耕平 ・峰島厚『シリーズ障害者の自立と地域生活支援 10
障害者のくらしはまもれるか 検証 ・障害者目立支援法』かもがわ出版2006年
















利用者定員 :41名 (30+ 11) 
職員配置数




常勤 非常勤 アJレノてイ ト D:役 職
施設長 l名 名 名 E:学 歴短期大学
作業指導員 名 名 名 F:専攻分野保育 ・幼児教育
生活指導員 7名 3名 名 G:所有資格保育士
介護職員 名 名 名 H:雇用形態常勤
看護職員 名 名 名
栄養士 名 名 名
調理員 名 3名 名
事務員 l名 名 名
地域生活相談員 l名 名 名
時間 施設の日課 実施した業務 気付いたこと ・感じたこと 自分がとった行動
9 : 0 勤務開始 ・朝礼
9 : 15 利用者全体朝礼 朝礼時の見守り 全体的に騒然としている。環境整備 司会の話を聞くように全体への検討が必要。 促す。
Aさんが登所され 利用者の行事委員会の委員長をして
Aさんの話を聞き，今後と9 : 20 着替えの援助 た際の着替え見守り いる Aさんだが委員会の利用者の
等 件でイライうした様子が見られる。
うしていくかを助言する。











10: 0 ~ 作業の援助 討を急ぐ。 利用者の側へ行き (Cさん，




















時間 施設の日課 実施した業務 気付いたこと・感じたこと 自分がとった行動
他の利用者とうまく関係が築けなL 、
Gさんへの支援に迷ってしまう。 本委員会!こ参加できていない G



































































時間 日課 実施した業務 気づいたこと ・感じたこと 自分がとった行動
利用者Aさんは足冗が不安 ころびそうになったらすぐに手をのば定なので，ステップを上がる
せる位置で見守り，Iおはよう」 と声利用者Aさん乗 際は注意が必要。(元気に乗




利用者Bさん，利用者Cさ 乗車の際の安全確認をおこない，席に利用者Bさん， ん， 2人ともアルミ缶を持つ っく前に 2人からアルミ缶を受け取




通常第2分場の近くで降車し のを確認し， I今日は旅行ですね， パ
8: 39 11 
利用者D.Eさん ている利用者Dさんと，見 スはどこで降りますか?Jと声をかけ
乗車。 通しがもてるように本体施設 ると 「本体です」との返答があったた
で降車する旨を確認しておこ め， Iわかりました，本体で降りま
つ。 しょうね」と念押しをした。









































時間 日課 実施した業務 気づいたこと ・感じたこと 自分がとった行動
利用者Gさんがまた窓をす 利用者Gさんに， 寒 くなるし危ない




































車介助。 利用者が不安定になったりし 際に，周囲に人などがいな L、か確認
9: 13 ないか注意が必要。 し，車椅子を乗せる際はブレーキや，横の手すりに子を置いてもらうなど安
(元気な声で挨拶してくれて 全確認をし， リフトを操作した。その
リフト操作。 いる。また時々けんかしてし 後，車椅子の固定が完全に終わるのをまうなかまにも気持ちよく挨 確認し， リフトを格納して扉をしめ
拶していた) た。(車椅子の固定は運転手が行った)
9: 17 利用者Nさん乗 少し目が悪く，転倒しやすい 手を差し伸べやすい位置にいて見守車。 ので注意が必要。 り，気をつけるよう声をかけた。
9: 25 利用者O.Pさん 乗車し席に着くまで見守りをおこなっ乗車。 fこ。
(2)基本的な日常生活に関する支援ー①食事，排;世，衣服着脱，屋内移動等の介護・介助，買物等の外出
援助 ②服薬・食事管理を含む疾病のコントロールに関わる援助










時間 |日課 | 実施した業務 |気づいたこと ・感じたこと | 自分がとった行動
なかまに指定された席に座っ |席についてもらい，利用者Bさんと
















































































































































































































































































































































































時間 日課 実施した業務 気づいたこと ・感じたこと 自分がとった行動
利用者Mさん，しばらく卜 利用者Mさんに声をかけにいき， 卜
















13: 25 の利用者にも玄関先まで移動 て靴を履き替えてもらった。利用者
してもらおう。 Mさん， 利用者Oさん， 利用者Sさん，利用者Tさんと順に玄関まで移
動し，靴の履き替えを介助した。
(3)てんかん発作，パニック等の突発的な事態に関する予見・支援


























9: 0 Cさん 業室まで移動介助 ター前でしばらく留まる)登所
他班の利用者Aさんの調子が悪いこ
ともあり，普段以上に利用者Cさん
に対応する(連鎖的パニックにならな
いように)
20 
